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21世紀の鯨の夢

はじめに

「もう幾つ怒るとお正月 . Jと子供の時は、

楽しい新年が来るのを、指折リ数えて待ち焦が

れたものである。その思いは70裁を過ぎた今で

も私には変らず、毎年暮れには来る年に期待す

る。まして来年は21ill：紀の幕開けとなるので、

新世紀への夢は大きく膨らむz

鯨に関して201世紀を援リ返ると、近代捕鯨が

発展した前半の60年の伺は主主類の受難が続いた

が、潔境保護運動が展開された後半の30年！日］は

反対に捕監事関係者にとって厳しく辛い年月であ

り、その状態が今でも続いている。 201且紀の後

半に鯨類を対象とした資源管理、飼育の科学

技術は飛終的に発展した。果たして来るべき21

世紀には鯨を巡る資源学的問題はどのように展

関するだろうか。

大隅清治（日本鯨類研究所）

lil＇を蘭くのは俗人の自技 lである。そして、 lil'
を見るだけでは誰にも迷惑が掛からない。昔か

ら人間はささやかな喜多から、大法螺まで、騒々

の夢を見てきた。その中には実現したものもあ

れば‘未だに拶で終わっているものも多い。私

も来るべき21位紀に期待して、私が長いi出深い
関わリを持ってきた鯨の資源、生物学に関連し

て、私なりの夢を見ている。それらのいくつか

をここで紹介して、御批判を仰ぎたい。

捕鯨関連

私のこれまでの行事の大部分は、鯨主iiをct物
資源として人絞の福柑のために合理的に利用す

ることに向けられてきた。若い時、捕鯨の華や

かな頃、会議の防で捕鯨規制の強化の必主主下J♂を
訴えると、長Ii鯨業界の幹部から f梁界にi¥HJ：し



ない公務員のお前は税金泥棒だjと怒鳴られた。

やがて披鯨が政治の暴力によって後れかかった

時代には、反捕鯨グループから fお前は鯨を犠

牲にして、捕鯨業に奉仕する怒徳弁護士だJと

非難された。

それでも鯨類資源の研究から離れられなかっ

たのは、鯨が私にとって緩めて魅力ある在在で

あるとともに、鯨が人間にとって生物資滋とし

て重要であるとの考えに立脚する自分の生き方

に疾しいところはないという自負心を持ってき

たからに他ならない。そのような生き方をして

きた私は、現在ぬ捕鯨祭止の状態は問巡ってお

リ、早期にそれを解決しなければならないと、

捕鯨再開の臼を拶に見、その笑現に微力ながら

努めている。

IWCの疋常化と新捕鯨の実現

来自l紀にはi立界の食器f危機の到来が予測さ
れ、食店量供給の場として海への期待が尚まりつ

つある。捕鯨然、止の結果、世界の海でm車類資源

の地加が顕著となり、それに伴って鯨頒の主Ii食

滋が膨大であることが数字によって具体的に示

され、鯨類とii!¥J誌との競合が顕在化している。
このような相会的、自然的7Hlが認識されるに
連れて、現夜の日本漁業の袋退を食い止めるた

めにも、録、獄だけを利用しないで欣践してはい

られないことが、人々に次第に自党されるよう

になってきた。

凶際主Ii鯨委員会（!WC）に＠Iを：移すと、今年

の年次会議において、南太平洋鯨サンクチュア

リー提案は阻止できたけれども、長1i鯨再開阻止
の勢力は!WCで依然として根強い。しかし、そ

の一方で、会議場へのテレビカメラの進出、然

記名投票の一部実施などが災現し、反対i鯨勢力
のサボヲージュによって遅らされてきた改訂管

迎制度（RMS）もようやく結論に到迷しよう
とし、分担金の国連方式への改訂に1tuけて［yJき

出すなど、 !WCはようやくiE'ili・化への歩みを撚
み始め、捕鯨降｜井iへの過が，＂］災に切リ聞かれつ
つあると！tl'iじる。

私の第1の夢は、 211止紀の抑jめには鯨類資源

の持続的利用を是とする勢力が!WCで過半数を

占めることによって!WCの正常化が笑現し、 tili
鯨が復活することである。

主事研通信

しかし、これから再開される捕鯨は、過去の

蒔業捕鯨の復活では有り得ない。車京類淡j震はか

つてのような無主物ではなく、人類共有の財産

であるとする概念を持たなければならない。そ

して、改訂管理方式（RMP）による捕獲割当

盤は持続的なものであり、鯨資滋には安全であ

リ、捕監事業には厳しく、昔のような資源収奪型

の捕鯨は許されなくなる。さらに、鯨資源が人

類共有財産である以上、掠鯨によって得られる

収益は、 i世界の鯨'ti滋の安全な管壊のための調
査研究と世界の人々の福祉とに役立てられなけ

ればならないと考えるロ

捕鯨技術の革命的改善

現在行われている近代捕鯨は1864年にノルウ

ェイで開発された、動力船の船首に捕鯨砲を鍛

え、繍を付けた銘を発射して鯨を｛上関める漁法

である。この近代捕鯨法の開発からすでに130

年以上が絞ち、その仰に、造船技術は発述し、

航海al・器やラジオプイ、探鯨1機などの副／）！1.J'主も
!Jnわったが、漁法の基本は変らないでいる。科
学技術が飛際的に進歩している今日、現在の邦i

線技術を抜本的に見直し、 21世紀に相応しいお1i
!1~法を生み出す時期に来ているのではあるまい

色、a

主Ii鯨法で第1の問題l立、探監事方法である。捕

鯨船は高いマストの先にクローズネストと称す

る見張り台を置き、 2,3人の見張リ長がその中

に入って、肉娘、または双線鋭を用いて、鯨の

9il兇に努めるところから、主ll鯨操業が開始され
る。広い海原で録、を発見するには良い自と長い

経験を要する。その上に、夜間は勿論、ガスで

筏界が怒かったり、海がi時化て、佐li皮が立つと、
鯨は発見できない。

首12の問題は発砲である。持j鯨船の乗組員は

発見した鯨を逃さずに追尾し、で吉るだけ短時

1mに発砲しやすい鯨の位置2に接近することが大
切であり、砲手にとっても、録、の急所に銭をまi
笑に命中させ、 i凝H寺に殺すことが望ましい。そ

れには長い経験によって厳かれた鋭い勘を要す

る。反鵡監事勢力のt11l鯨攻然の武器に、人道的摘

殺の｜問題が使われており、事ll！車業者は必死に邦i
殺方法の改良に努めているが、反捕鯨勢力から

の非難の声は依然として収まらない。長ll殺法が

。，u
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解決しても、次には追尾時間の長さが街題にさ

れるかもしれないのである。

戦後の捕鯨復及l揮1に我が図では、 f撤鯨船舶
装備改善委員会jが組織され、活発に活動し、

捕鯨技術を飛躍的に発展させた。今度は「却i鯨
法改善委員会jなる組織を創設して、委員の英

知を結集して、近代捕鯨に代わる闘期的な新し

い捕鯨法を開発してもらいたいと念じている。

鯨の家畜化の実現

!WC年次会主義に参加するために、 1984年にア

ルゼンチンの首都を訪れた提言のある休日に、仲

間とー絡に郊外のドライブを楽しんだことがあ

る。事を走らせながらバンパという南アメリカ

の雄大な景観を挑めていると、牛がポツン、ポ

ツンと広い草原に散らばり、のんびりと誌を食

んでいるのが目に入った。現地の友人に尋ねる

と、牧場主は牛を自然のままに放ってi泣き、牛
は自由に自然に生えた草を食べて成長、繁殖し、

時々その牛の巡当な頭数を限引いて売るだけだ

という。それを開いて、現代の捕鯨が正にこの

放牧の状態にあり、「鯨は海に放し飼いされた

牛であるJと尖感した。

かつては確かに、総はパイソンのように、狩

りの対象の“野獣”であったが、今では街、は海

洋という牧滋に放し続いされており、自然の官官

す飽を食べて、成長し、車道組している、牛のよ

うな“家畜”である。そして、 !WCが科学調査

に基づいて定めた割り当て援の鯨を！間引くのが

君主代の捕鯨である。つまり、術館は~正に紋牧の

段階に透しているのである。しかるに、陸上で

は紋牧が行われているのに、最近の!WCは陸の

パンパと同じような海の恵みの活用である蛾鈴、

を許さないでいるのは不合迎で、一方的である

といわねばならない。

反f出鯨主義者にそのことを尋ねると、彼らは

「牛は人が家菊として作り上げ、管1盟できるの

に対し、監事は野生動物であり、人が管理できな

し、jと答える。それでは「我々が鯨を飼い恨ら

すことができれば、鯨の利｝百が許されるかjと

尋ねると、それは［拶にしか過ぎず、実現は不

可能だJと彼らは逃げを打つ。それではその夢

を'.11現してみせようではないか、と数総心が；11:

-3ー

き、鯨の家畜化の計画殺を！.＇~面白に磁いている。

海に放し飼いされた牛

SF小説作家のアーサー クラークは1957年

に発表した「海底牧場Jで、 21世紀半ばにおけ

る鯨の家畜化の実現を予想している。そして伺

じ年に、滋郎室長の手線治虫も「鉄腕アトムJで

鯨の牧場を夢見ている。

私も!WCによって商業捕鯨のモラトリアムが

決定された前後に、車京、類の家畜化に付いて大き

な関心を持ち、仲間と研究会を立ち上げて検討

したり、水産庁の研究部長からのこ’下命で家主芸

化構怨を練って報告書を従出したり、それを雑

誌や本で発表したりしてきた。

鯨室長の家務化は決して拶やSFの世界ではな

く、泣かな資金と強い；m;、志があれば、現在でも
技術的には可能であると考える。

店｛擦としては、牛の味に近いヒゲクジラ絞が

よく、その中でも小型でt泣い易く、広い食性を
持ち、繁殖力が強い、ミンククジラが絞も適当

であると考える。人工飼料の開発がなされるべ

きであり、家主苦化が成功すれば、人工受精、ク

ローン、品積改良など、畜産学を此、周した飼育

技術をさらにおめる努力を進めたい。当研究所

は帯広寵産大学の福升lfil教綬と共閉して、ミン
ククジラの繁獄技術の基礎研究を進めており、

南栂海における捕獲調査において、人工受精に

よる受精卵の桑突郊までの体外発生に成功して

いる。

しかし、鯨の家畜化を実現するには、自然科

学の分野だけでなく、社会科学分野を合む、総

合間足立を解決する必裂がある。

海の牧童犬としてのイルカ

「イルカのElj というSF小説があり、 l決磁

化もされた。これはイルカを諮問東して敵鐙に特

攻攻守詩を掛ける物語である。実際に、戦後米間

とソ述のifii1r（は！膨大な予鈴と人民を投入して、
イルカを2巨事問的に｛虫うための研究と訓練をfi
ってきたし、ベトナム戦争や湾岸戦争では米医｜

のイルカ部隊が出動して、実戦に参Imしている。
私の夢は、イルカを兵士として訓練する銀事

目的ではなく、魚の行動を制御する役目をする、

ifijの牧童犬としての平和利用である。このj，~j，思



はすでに1973年に故黒木敏郎先生が提唱されて

いるが、まだ実現に至ってはいない。

i毎の牧童犬の原穏としては、飼育し易く、研
究が進んでいるバンドウイルカが最適であろ

う。このイルカを訓練し、さらに品種改良をし

て、優れた能力を持つii~の牧愛犬を育てたい。

鯨やイルカは普から、地方によっては“恵比

寿”として漁師たちに敬われてきた。それは彼

らが海の彼方からやってきて、自らがf戸の対象

になるばかりでなく、魚群を漁溺に追い込んで、

大漁を廃してくれる、漁師にとって有り緩い存

在であるからである。漢にブラジルや凶アフリ

カでは、バンドウイルカがボラを追い立てて岸

に寄せ、浅綴に立った漁師がイルカに追われた

ボラを投網で捕まえる漁法が行われている。

イルカは軍事出l陥Jl!の過程で、人間のコントロ
ールの下で海の中を自由に泳がせることのでき

る技術が既に進歩している。従って、イルカは

訓練によって魚の併れを泌総して、 if!.＼兵の位置
まで誘導して、 iff.¥'jj・に役立てることは可能であ

る。

さらには、人を関うサメのいる海水浴場では、

サメの見張リ孫として役立つかもしれない。水

族館で飼育しているイルカは、アニマルセラピ

ーにも役立っている。将来は海の盲導犬のよう

に訓練して、恨の不自取な人の海＇ tif＆歩の友に
もなるだろう。

イルカをペットとして放し鈍いしている人も

すでにいる。将来は、犬のチワワのように品種

改良してイルカを小型化し、錦鯉のように池で

飼ったり、さらに小さくして、金魚のように家

庭の水槽で飼ったりして、ベットとして殺しむ

ことができないものであろうか。

水族館における鯨類の飼育

~UJ物権運動の盛んな災関では、水族館から鋭

絞を開放し、そのために国民は鯨についての正

しい現解から様々迷ざかって、反対1鰯1巡動家の
捕鯨と鯨に付いての嘘を信じ込んでいる。反主i

鯨運動家は捕鯨や水族館の代りにホエールウオ

ッチングやドルフインスイミングを./ft奨してい
るけれども、年寄り、子供や体の不自由な人は

その機会を必ずしも得られず、ホエールウオッ

4 
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チングはそれらの人に対する差別を助長してい

るロ

水族館での鯨類の飼育の意義は現在も、科学

的にも社会的にも極めて大きいと考える。第1

に、陸上の人間と掛け隊れた生活を水中でして

いる鯨類が、水摺で魚のように泳ぐのを見せた

り、迫力あるショーを淡じさせたりして、人々

に終きと楽しみを与えるとともに、鯨類の水生

鴎乳動物としての能力と習性について人々の理

解に役立てる、相会教育的~、議がある。

第2に、野生生物の研究には、野外の自然状

態においてだけでなく、彼らを飼育して人の制

御の下で観察し、実験する基礎研究が必嬰であ

る。特に大海で広く深く泳いで生活していて、

自然、綴察に制約のある鯨の場合には、生理、生

態、心JH！などの基礎研究に水族館の果たす役割

は極めて大きい。

鋭、は希に、臨時（、したり、漁具に混正直したりす

る場合がある。その場合には、生きていれば逃

すのを第1とするが、傷付いたり、弱ったりし

ている個体もある。それらを水族宮吉で一H寺的に

{JR 

mさせて自然に戻すのも、水族館の社会的役割
である。

さらに、ヨウスコウカワイjレカのように希少

な綾瀬を水族館で人の手助けによって聖書嫡を促

進させて絶滅から紋い、やがて淡海、を回復させ

るためにも、水族館の存在が必要である。

大裂鯨類の飼育

現在、水族館で(iii］脊している最大の鯨類はシ

ャチである。しかし、シャチは鯨類の中では中

型でしか過ぎない。私の夢は水族館で大型鯨類、

特にヒゲクジラ査員を飼育することである。日本

でもかつて浅瀬の一部を網で仕切ってミンクク

ジラを飼育した例があり、米国ではコククジラ

を綾上の水機で1年もの問飼育することに成功

している。しかしこれまでは、大型鯨類を事業

として本絡的に総背した例はない。

野生動物を餓背するからには、広く深い例脊

空間、奇ill1な水質、良質な自耳料など、生物の生
活環JcJ誌をできる限リょくすることが大切であ

る。そのような飼育施設で、大型の鯨類が元気

よく泳いでいるのを観客に見せたり、それを使
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って稜々の基礎研究がしっかりと行われている

光禁を夢見ている。そしてそれが、留民の鯨類

へのiEしい理解と、鯨類資源管理技術の進展と、
鯨の室長資化の成功、さらには鯨類学の発展に警告

がることを期待する。

海のサファリパーク

陸上では野生動物を自然に近い状態で放し飼

いをする動物公図として、サファリパークが各

地に作られている。これは動物園の一つの発展

形態であり、家畜化へのj畳程でもある。

野生動物が自然に生息する現地まで行くのに

相当するのが、鯨の場合にホエールウオッチン

グであり、動物闘が鯨の場合に水族館であると

したら、小さなi埼を仕切って鯨を飼育するのは、
海のサファリパークといえよう。

日本海海戦の日寺に来事事元帥率いる鐙隊が集結

したので有名な、山口県の油谷滋の入りlコを仕

切って、その中にミンククジラを放し飼いして

観光の沼玉にしようとする檎想を15年程前に計

闘した人がいて、私もその人から相談を受け、

現地視祭にi奇行したことがある。後念品：がら、
その人はその後間もなく亡くなってしまい、計

画は中断したままである。誰かこのような維大

な拶を実現しようとする人はいないだろうか。

資源調査技術

近代約な生態学による鯨類の資源調査研究は

I寄飽海での捕鯨が盛んとなった1920年代にノル

ウェイと英閣で開始されたロ日本では1930年代

後半にその手法が一部導入され、戦後GHQに

よる捕鯨昨日flの条件として淡滋調査研究が義務
付けられて当研究所の前身の、（財）鯨主託研究

所が1947年に設立されてから、日本で!lii~貢淡源

研究が組織的になされるようになり、水産庁の

研究所に鯨綴資源研究部門が1966年に設立され

て、今日に至っている。近年野生動物の生態学

は技術的にも理論的にも進歩しているが、車ii絞

においては未解決の問題が多く残されている。

それを解決するのが、資源生物学を碍波する者

としての私の211世紀に期待するlj,＜であるc

反捕鯨l週からは鯨綴の'i'li.原調査は非致死的な
ものに限るべしという要求が突きつけられてい

" " 

るけれども、鯨綴のような広大な海に立体的に

生活する、大型で、遊泳力の速く、しかも資源

蚤の多い、野生動物については、致死的調査が

絶対に必嬰である。日本は現在敢然として推進

している捕獲調査を通じて、致死約調査と非致

死的議査のそれぞれの特性を有機的に活用し

て、それらを組み合わせる資源調査技術を発展

させて位界をリードし、 211回目にも世界の鯨類

資源学の進歩に貢献するべきである。

資源蚤調査技術の発展
鯨査員の資源抵の推定はま空淑管理の基本であ

る。かつてはCPUEによるドルーリ一線析法や

年齢別捕獲琵を用いたコホート解析法や、標識

銘調査による1謀議再捕法など捕鯨に伴う方法が
それに用いられていたが、現在では船舶を用い

た問視潟査による現在資刻、li1のtlt定が主流て’あ
る。臼筏調資は人間の自による鯨の発見に頼ら

ざるを符ないので、観察者の経験の長さと、視

力と、勘のよさなどの人為的姿議によって効率

が相違し、総力や筏界などの自然条件によって

調資が大きく1L右される。当然ながら、夜開で

は調主主ができない。また、鯨類の生活の大部分

は水lf'Iでなされるが、悶視調1まは街、績が空気呼

吸をするために海面に浮上する縁関を捉えなけ

ればならない。さらに、外洋で問視調盗が可能

な船舶の運行設は巨額である。

資源益~~森の発展のためには目視溺査の持つ

上認の問題点を克服する必要がある。そして、

鯨類の資源設を効率よく、正舷に把援するのが

参；である。 El視調査の技術をi向める乎段を取る
か、あるいは尽視調主主に絞らない新たな裕資方

法を開発するか、に分かれるであろう。 'flはf走

者の可能性について拶を見たい。それには音を

利用するのが現笑的であると考える。者を発し

て、鯨休の反射音を捕らえる能動的な乎段と．

鯨の発する沓を捉える受け身的な手段とがあ

る。それぞれ科"1i得失があり．鯨鷲1＇主態学にお
ける自殺研究の急速な発展が今後に期待され

る。

パックアイスの中の調査

!WCの科学妥n会は、 1978年以米fが1縦続し
て宿傾ii~でミンククジラを主対匁として、鯨類



の資i鼠f遺書耳査を実施しておリ、またこの海域で
日本は1988年以来、ミンククジラを対象にして、

捕獲調査を継続して実施している。これらの2

つのプロジェクトは枇界の鯨類生態学の進歩に

大きく賞献しているだけでなく、この海域にお

ける捕鯨の再開に備えて、鯨類資源管理に欠か

せない資料を提供しつつある。

ところで、南様大陸には変でもバックアイス

が広く張り出し、その中には開氷聞が多く分布

する。自在、類、特にミンククジラはパックアイス

の奥深くに潜り込む性質があり、パックアイス

の開氷聞で呼吸1ムて生活している。しかるに調
査紛はバックアイスの中にはf車検で入れないの
で、調資ができない。その結果、パックアイス

内に分布する鯨鎖が多数いても、その資源盈は

0として計算されている。

パックアイスの中の調主主は飛行機を飛ばせば

いいことは分かつているけれども、それが実際

には技術的殴難を伴ってできないでおリ、母船

にへりコプターを終絞できるとしても、それを

パックアイスの奥まで飛ばすのは、 y_でも厳し
い気象、 i毎j兄条件の南極海では、危険である。
そのために、パックアイス内の資｝思議資は今日

まで＇:i?'の状態でいる。
考えられるのは人工J!!l球探査術祭の利用か、

無人の小型飛行船を迷縦操縦する手段である。

この飛行船にカメラを撚紋して、記録する方法

が試みられるべきであろう。

繁殖場の確定
鯨綴の繁獄土誌を抱挺することは、資源管潤！の

上からfiljlgな諜題である。それにより、系統群

を確定でき、 2器撤主誌の保議により言語搬を助け、
加入散を確保し、終品立行露uが綴誌をできれば、般
による閲引き率などが分かることになる。

しかしながら、大型鯨鎖の繁殖場については、

繁殖場が沿岸または沿岸近くのバンク上にあ

る、コククジラ、セミクジラ、ザトウクジラな

ど…部の鯨綴についてしか確定されておらず、

捕鯨資制｛として重要である、ミンククジラが属

する、ナガスクジラ腿やマツコウクジラの繁舷

場は、終くべきことに、未だに確定していない

のである。それらの車車種の繁殖場は沖合いにあ

り、しかも鯨が密集しないことが辺自として挙

~6 ー

鯨研巡｛詰

げられている。

ナガスクジラ烏の繁殖期の盛期は冬てヘ繁殖

場は低繰皮海域と推定されている。従って、冬

季に低終度海域を調査すればよい答であり、そ

のような調査がこれまでにも行われているが、

未だにそれが確定できないでいる。

この問題の最も現実的な解決の手段は、人工

衛星を利用した無線擦識による長期間に渡る連

続追跡調査である。それによって冬季における

様識個体の分布位置と期限ばかりでなく、 Elの
索餌土器と回遊経路が調べられる。

それには長期間同じ僧体を追跡できる無線標

識を鯨体に装着すればよいのであるが、標識発

信機器そのものは開発されているものの、未解

決の技術は、麻酔ができず、高速度で遊泳し、

海混に短時間しか姿を現さない鯨体への無線機

織機器の装着方法である。

談活方法を解決した一部！iの役、類については、

1！戦車標識による調査が進められ、興味ある結果
が次々に発表されている。当研究所でも捕獲調

査の対象であるミンククジラに対する無線標識

法の技術開発を必死に進めているが、阜くその

技術を完成したいものである。

おわりに

この拙文で記した拶は全てiE喜子であって欲し
い。そして、それらの夢は決して荒唐無務なも

のではなく、笑現しようとする強い怒欲と~か

な資金があれば、技術的には今でも決して困難

でないので、 21世紀の半ばまでには大部分の夢

が実現するに迷いない。

しかし、私は既に年老いて、上記の拶を自ら

実現するための調去を研究を推進する体力、知力、

そして気力は失せておリ、後裁に~；の実現を託

すのみである。私の夢に興味を抱いて研究のヒ

ントにしてくれる若い人がいたら、それらを平

く異体化して欲しい。私にできることは彼らの

研究の漏を作る手伝いをするだけである。

これから自分で実現できる拶としては、 3附

の本を出版する計画がある。一つは「水に戻っ

た獣たちjと題する水生檎乳綴に関する感談合

である固この本はある出版社から依頼され、草

者品ーは書き上げているが、次々 に新知識が！JDわり、
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雑用に追われて、ブラッシユアップするのをす

っかり怠って、迷惑を掛けている。第2の本も

題名を決めていて、原稿も滋きかけている。そ

れはこの拙文の中課題で紹介した、 ri起に放し
飼いされた牛jである。この本で鯨の利用の際

史と将来について自分なりの考えを記したいと

怠っている含 3番目は、「鯨学入門Jという教科
舎の出版である。恩師であった故末広恭雄先生

は魚類に関する多くの興味ある啓l>~il？を出版さ

れた他に、 f魚学Jという優れた教科i!lを出さ
れている。私は不肖の弟子として少しでも怒仰

に近付くために、鎚I類を学びたいと志す務者の

勉学の手伝いをする入門訴を出版したいと夢見

ている。

読者の皆さんは鯨に付いて、 21m紀にどのよ
うなタ？を抱き、何を期待しておられるだろうか。

それぞれの夢を聞かせて煩きたいものである。
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人道的捕殺とは何か

捕鯨と動物福祉一

1.はじめに

1999年カリブif~のグレナダで1mかれた第51問

国際、織鯨妥及会日WC）において、 5＇＂ぶリになる

鯨の鵠殺方法に｜おするワークショッブが、鯨:If{

の生成学者や獣医師を交えて行われた。続いて

聞かれた!WC本会議でl:t.日本は昨年より懸裁だ

った!WC内で伺織の問題を話し合う人道的指Ii殺

(humane killing)に関する作業部会の名祢変iJ!に
ついて、 f人ill約tlli殺j をワークショップと同様
に f鯨の捕殺方法Jと変更することを提案した。

突はワークショッブのず＇ jj；ももとは「人道的捕

手引であったところを、ノルウェーの従案で現

在のずI祢に変iJ!したいきさつがあるお f人道的J
というぎ策が主観的で、科学者が話し合うI誌に

ふさわしくないというのがその殿山だったが、

作業部会の名称については反捕鯨悶側の挺抗が

-・ 7ー

石川 創（日本鯨類研究所）

強く、議論の来に「俗、の揃殺方法とI到巡する福
祉問題(WhaleKilling Methods and Associated 

Welfare Issue) Jなるi毛い名前で、決者が付いた。

たかが名前、されど名前。この名前の変吏騒ぎ

は、 !WCすなわち捕鯨における動物福制問題の長

い廃史を象徴しているよう l~t 見える。この問

題は、過去には経済的側部や産業効率から、近

年では反主Ii鯨凶の攻撃材料として常に議論が絶

えることがない。しかしながら f人巡的Jとい

う的象的な紙念や倫理絞がぶつかる坊でもある

ためか、科学小委只会での議織を豪雨とする学

者i主にはあるな！床で呉端扱いをされている分野
でもある。 'It者は獣保師でもあり、長年日本の
鯨主fii出lfi[調J'iの現場に参加した経験からこのl!il

題に関わり、鯨の！iii殺にI~！する z凋資と揃殺乎段

の改良に努めてきた。本文すlは、日本のマスメ

ディアの •I•でもあまり；みられることのない、鯨



の捕殺方法（ここでは人道的捕殺と呼ぶことに

する）に関する!WCの歴史を紹介するとともに、

最近の議論の劾I首について筆者の主緩を交えて

解説する。

2.人道的論殺の歴史

2 1 ~喜 1 期（ 1959-1961 ）専門委員会の
時代

!WCと人道的揃殺の関わりの歴史は、当医者が

手元にある資料を調べた限りでは、 1959年の第

11閲!WC年次会議までさかのぼる。この年、オ

ランダとイギワスが鯨の人道的事Ii殺を議題とし
て取り上げることを要請した。カナダもそれま

でのJ自殺手段の改良及び新たな手法の開発に役
立てるためのお査を行うことを提案し、 !WCは

これを採択した。また代表悶と捕鯨の専門家で

小グループを形成し、これらの問怨について議

論した結果を翌年の!WO！二次会議に線告するこ

とを決定した。これに基づき、 !WC議長の下に

9人の学者、専門家からなる f鯨類の人巡的及

び迅速なti殺に関する作業部会（!WCWorking 
Party on Humane and Expeditious Methods of 

在日lingVI市ales)Jが結成され、笠＂！：に特別会議

が2凶｜非iかれた。このメンバーの中には、名者
「鯨J（東京大学出版会）の著者として日本でも

知る人の多いシュライバ一階士等がf，を迷ねて
いる。

特別会滋の結果は196011＇二の第 12lill!WC年次会

議で報告された(!WC,1960a）。会議では、この

当時黒色火祭が用いられていた燦発銘に静わる

新たな付i殺手段として、 CD薬物、②炭駿ガス錯、
③電気~！；の 3 つのjJ法がオランダ、イギリス、

ニュージーランド等の研究綴殺を基に検討され

た。現従ではi豆捕鯨の急先鋒であるこれらの国
が立派な捕鯨凶だった時代の訴である。この結

果、①、③に！揺しては実用的ではないとされた

ものの、~）に！期してはイギリスとノルウヱーが

独自に発迷させてきた技術を合わせることで、

以発銘を上IITIる効裂が期待できると報告され

た。ノルウェーでは実に1934"！こからm気絡の開
発と研究を絞けてきた災総があり（医Il ）、イ
ギリスもまた浴気銘の開発に絞桜的だった。

しかし、この作業郎会はその後の総力的な前線

-8-
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劉 l ノルウェー裂の滋気銘。絶縁のためのゴ

ムカバーがついている。

収集と議論を経て、当時銘露関の絶縁に問題があ

った電気鋭よリ、すでに改良が重ねられてきた

世話発銘の；町が、致死時間が短く人道的なおIi殺手

段であるとの結論に主主した。そして作業部会は

その目的を果たしたとして、第13図!WC年次会

議においてその精力的な活動に感謝の言葉を受

けて解放した。

IWCにおけるこの3年間で震2¥1なことがら
は、初めて鯨の人道的ti殺のEl的と人道性の定
義について言及した点であろう。作業部会の報

告には、「鯨の痛みを測定することは不可能で

あリーぞれゆえ人iific1ゴ議的な目的のためには

紛が研に寺ざる持部がill思な夏，.，，，，p原たされなけ

弘民主主主心jとの記裁があリ、さらに本会議

の議長綴1'i(!WC, 196日b）は rmーの銭準は棉殺
の早ヌであり 人道事｜を＇ifA.H寸るよい方法はイih,

ζ丘丘主主主ユJと述べ、いわゆる欽死II寺間の短

紛が入浴的揃殺の悶的であることが示されてい

る。しかしこの人道的（Humane）なる選議の定

義と目的については、年月を経て会議に参加す

る人々が代替わリし、 Viの議論が忘れ去られる
皮に何度も蒸し返されるのである。

2.2第2期（1975-1980）科学小委員会
の時代

人道的f自殺が問び！WCの場にぎを1話したのは

1975年の第27日！IWC年次会議である。この年、

アメリカの提案によリ人道約締殺問題は初めて

科学小委民会の手に委ねられた。これ以前には

19711！ユに、世界動物愛護連盟（World

Fede回tionfor the Protection of Animals）が燦発

銘で長官殺される鯨の官級についてIWCIこ質問状

を送ったことに対応して、南アフリカのベスト
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博士が実際に捕鯨船で収集したデータに基づく

捕殺に関する調蜜報告番(Best,197（〕を、第26

窃!WC洋ヰ学小委員会に提出したのみである。

1975年から5年間の状況は、 198日年に開催さ

れた鯨の人道的措殺に関するワークショップに

おいて、当時の!WC事務局f主であるギヤンペル
氏が提出した「園際捕鯨委員会と鯨の人道的捕

殺J（＇臼mbell,198めという文教に詳しい。以下

この文書から引用しつつ、簡単に紹介をするロ

1975年の!WC科学小委員会では、前年にスイ

スで開催された悶際自然保護連合σUCN）の人

道的摘殺に関する会談の報告を支持し、大型鯨

を短時間で捕殺するには線発銘が最も効果的で

あるとの結論に淫した。またその上で、薬物に

よる化学的手法を含む捕殺方法の近年の進展

や、燦発錯を使用できない小型鯨の告Ii殺方法な

どについて、情報収集を行うこととした。

情報収集の結果は1976年（首￥28閲） !WC年次

会議に報告され、向i時に1960年以降人道的捕殺

に関する新たな調遊研究がほとんど進んでいな

いことも明らかとなった。化学的手法について

は一部の禁物が大型鯨にも有効であることが示

唆されたが、食品衛生上の問題から依然として

実用的な手法でないことが確認された。またこ

の当時、 F時の損傷をi減らすために爆発銘が用い
られていなかったミンククジラ捕鯨について、

人道上の懸念が表明された。さらに科学小委長

会はこの年に、長官殺の人道性に関する基準につ

いて r@1.の殺識や麻液宮せ研「宮せる早さが人

治的及び商業的な'1!1.1干の開削から最ill誕の態恋

主義ゑJとの兇解を示している。

!WC事務局の段々な努力にも関わらずillめら
れる情報は乏しく、 1977年（第29問）の!WC科

学小委只会は、依然として燦発銘よりすぐれた

方法は兇つけられなかった。炭酸ガス、薬物、

Hi気銘は実用組LのI師でfilj題があった。この年の
本会議では商業主総まにおける鯨の致死時間に関

するデータ収集を行うことが勧告された。

1978年（第30閉） !WC科学小委及会は、 f,Jf＇先

のためのプロポーザルを以下のように作成し

た。①現行の鯨類捕殺方法について、特に.12:~識

の喪失致死の早さ及び側協の税皮に！見速した

系統的な調査と；；判ill花、 Ji盟主現場において獣医
学の専門家の手で行う、②；凋在の後に!WC代表

~g 

と調査を行った者との問で今後の行動を決定す

るため報告会談を開催する、③最も人道的な摘

殺方法を確立するために、種々の揃殺手段に衡

する研究を推進する、④Ji!;、識喪失及び致死の標

準的な基準の作成、⑤昨年要務されたデータ収

集の総統。①、②、④についてはカナダとアイ

スランドが協力して調資を行うことになった。

またこの年、原住民生存捕鯨において銘を命中

させたが捕獲できなかった（ストラックアンド

ロスト）個体数の報告を義務づける提案が採択

された。

1979年（第31回） !WC科学小委員会は、前年

のプロポーザルに基づきカナダのローゼル教授

がアイスランドの協力で行った調査研究報告

(Rowsell, 1979）を検討した。ローゼル教授は致

死または~滋喪失の基準の作成が困難であるこ

と、線発銘は改良が必要であり、現行の方法は

家畜における人道的IN殺の基準に合致しないこ
と等を綴倍した。科学小委長会の報告は技術委

員会を絞て、本会議で9つの勧告が採択された。

この中には監視wや!WCオブザーバーによる致
死時間や銘俗の評側に閲する情報の収集、各分

野の時門家を召集したワークショップの開催、

ミンククジラを除き非燦発銃使用の祭比、ミン

ククジラfili鯨における致死I時開短縮方法の追
求、原住民生存捕鯨の手法改善などが合まれる。

また小型鯨綴（ヒゲクジラ緩とマツコウクジラ

を除く鯨類で、主にイルカ類）について、 !WC

が関わる問題かの疑問を併記しつつも、その主i

殺手段の向上に努めることが織り込まれた。

1980年（第32悶） !WC科学小委員会では、東

京大学ft~学部の林教授（現同学部長）が日本の

南極海ミンククジラ捕鯨で行ョた溺ti:と実験i高
架を発表した(Hayashi,1980）。この実験は銘が

命中したミンククジラに特製の大型心電討をと

りつけて致死1時間を判定するとともに、日本が

使っている沼気ランスの効果について評価し

た。この浴気ランスは日本が独自に開発したミ

ンククジラ専用のあIi殺道兵で、過去に幾多の研

究と評｛舗が行われたm気銘とは本質的に異な
る。沼気銘がl次的捕殺手段、すなわち滋初に

命中させる銘そのものであるのに対し、 Hi:気ラ
ンスは捕監~i銘iが命中した鯨を船に引き寄せた
後、 llflJEしていない個体にとどめをさす2次的



捕殺に使用される器材で、 2～3本の総状の’忍
揮を監事の心麟周囲に期tlして箔気を流し、心1藷を
停止させる機能を持っている。ノルウェーは前

年に定めた規則により、同国では2次的主Ii殺に
大口径ライフルを使用し、致死時間の記録を義

務づけたことを報告した。これにより陀じミン

ククジラ捕鯨でも、 2園で異なる2次的指ll殺方

法が明確に方向付けされたわけだが、 !WCでは

後年日本の’忍気ランスの「人道主uを巡って大
攻防が繰り広げられることになる。しかしこの

持は、前年のローゼル教授の研究に続いて、日

本の獣医学の専門家がはるばる荷緩海の捕鯨船

まで乗り込んで大がかりな実験を行ったという

ことで、おい評価と態設的な議論があった。

この年の本会議ではミンククジラを除く大型

鯨奴への非爆発銘の使用が正式に禁止された。

ミンククジラでも問機に主主止するべきとの滋見

がイギリス、オーストラリア等から強く出され

たが、この年は規則の改定（国際捕鯨取締条約

の付表修正）までいたらなかった。技術委民会

は前年皮の!WC勧告に基づき、この年の秋に噂

門家集団によるワークショップをrm催した。

2. 3 1980年のワークショッブ
初の「鯨の人道的揃殺技術に関するワークシ

ョップ（Workshopon Humane Killing 

Techniques for Whales) Jは、 1980年11月にイ

ギリスのケンブリッジて’fl日fillされた。会議に!Ii
まった人々の専門は上位絞解剖学、獣医麻酔学、

薬理学、総理学、潜水生政学、 if1JjiJi町11乳類学、

弾道学及び爆発物、動物街祉、捕鯨技術と多彩

であった。この会議では鯨類捕殺の生理学的側

面（例えば録、類の潜水徐脈需品、拍低下現象は、

急激な血圧低下や心麟｛字止がj眠蕊織をJ也こす妨

げになるかつ）が話し合われ、過去の研究及び

議論がレビューされ、検討された。この会議に

おいて重要な点は3つ挙げられる。まず第 lに、

「人道的捕殺jの定義を行ったこと。第2に鯨

の致死について共通の判定基準が合立されたこ

と。第3は臼本が！JfJJ(jに成功した、従来の黒色
火薬使用の燦発銘に代わるペンスリット燦発銘

が発表され、I向い詳倒とi芝fまを得たことである。
翌年の第33回!WC年次会議に提出された報告

11} (!WC, 1981）は、人道的fit淑について以下の
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ように記絞している。 f実際的な定義として

人道的械殺とは動物1に悶知jされるような絡み

ストレスもしくは帯十ill争おこすことなく死に事
らしめる土いうこPで合主主夫れたA ヂれは到担

的目標である《あらゆる人潜約撤殺は まず動

物を技術的に可能な限り迅速に、苦痛に対して

無機数にすること多目指しているn 事際卜これ

は和学約な焚昧では郎防ではあり得ないeJお

そらくこの数行の文章がまとまるまでには栂当

な議論があったと想像するが、現想と、それに

対する現実を併記している点で笑際的である。

また、鯨の致死の判定が洋上では困難であると

いう認識の下、致死もしくは無窓識の判定基準

は日本の捕鯨者が使用している f下顎もしくは

胸絡の弛緩Jが滋も信頼できるという点で合Zま
された。日本のペンスリット燦発銘については

後れた終発力と安全性を兼ね鍛え、 ffe~：に迅i車か

っ人道的な死をもたらす俊秀な能力を持っと認

められた。ワークショップはその勧告の冒頭で、

f鯨を蛾殺する技術向上のために日本代表閣の

邸門家がその技術を結集した知見と、この会談

にそれを提供可能にしてくれたことに深く感謝

する。」と設大級の賛辞を述べている。一方、

この年の!WC本会議において、 1982/83漁期か

らのミンククジラ捕鯨に非燦発銘の使用が禁止

された。主要な捕鯨闘はすべて異議申し立てを

f子った。
1975年からの5年間における大きな特・r,xは、
当初の燦発銘に代わる新しいまi殺手段を研究開

発しようとする効きから、捕殺現場での詳細な

テ“ータ収集の方に関心が代わってきたことであ

る。すでにこの頃にはかつてのtit！！事国のほとん
どが商業捕鯨から撤退し、主要悶で主li鯨を続け
ていたのはg本、ノルウェ一、ソ述、ブラジル、
アイスランドのみとなってしまっていた（他に

1979年から参加したチリ、韓関、ベル一、スペ

インがある）。荷議長li鯨を撤退した悶々からは
急速におll鯨の知識と技術が忘れ去られ、会議で
は!li!J牧i愛議の倫躍的な側面iが強調されるように
なったa これ以降人道的捕殺問題は、次第に反

捕鯨国が捕鯨医に対するあら探しの場へと変貌

していくのである。
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2.4爆発話と原住民生存捕鯨一作業部
会時代（ 1 ) 

1982年（第34図） !WC科学小委員会は、捕監事

の技術的専門家がいないことを理由に、この問

題に隠する技術委員会のワーキンググループ

（作業部会）を設立するべきとの勧告を出し、

本会議で採択された。これ以降、鯨の人道的捕

殺は、本会議に先立って開催される技術委員会

もしくはその下で閲かれる作業部会の手に委ね

られることとなった。ミンククジラの燦発銘義

務づけの問題は依然として主要な課題で、日本

は新しいペンスリット燦発銘の実験的使用を拡

大しつつあったが、イ也の主Ii刻、i羽の対応は遊れて
おり、反捕鯨留の批判の約となった。 5翌年の鰐
35閏!WC技術委良会は、日本の新製燦発意書の薮

入を高く評価したが、インド、ベリーズ、セン

トルシアは致死時間の短絡ができなければ捕鯨

そのものを止めるべきだ、とかつてない激しい

主張をした。これらの鼠々がすべて1981年、す

なわち尚業捕監事モラトリアムが採択される院前

に!WCに加盟し、モラトリアムを支持したmlで

あることは興味深い。

1984年（第36恒I)!WC作業部会では、アイス

ランドで行われた6年ぶりになる専門家による
フィールド調査の結果、聖女死刑UY主基準として使

用される「行動停止jは、童文死時聞を長く評価

してしまう傾向があること、銭が命中した鯨が

縫った後に銘翻のテンションがかからないこと

も致死判定基準となりうること等が結論され

た。この会議中にノルウェーは独自に設計した

ペンスリット機発銘を公表し、本会議では日本

と同じく今後ミンククジラに非燦発銭を使用し

ないことを賞言した。主審'Jfii吉の導入に踏み切れ
ないソ連は、「人道的問Jfilは!WCの本来のg(!(j 
からはずれておリ、 !WC管轄5外である。Jと主
張した3 ちなみにこれは後の日本の決まり文句

となる。

日本とノルウェーのペンスリット燦発銘のJlf]

発で、尚業捕監事における非燦発tli使用問題が解
決されてくると、反主Ii鯨国側はその矛先を、近

代的漁具を使用しない原伶民生存鵠鯨に向けて

きた 1985年の第37羽!WC年次会談では、際住

民生存自lJ鯨における人道的J自殺に関する決議の
採択を巡って激しい議論が交わされたとアラス

カとグリーンランドは、主Ii殺手段の向上にノル
ウェーの技術を導入するなど前向きに取り組み

だしたが、グリーンランドは情報提出について

は消極的てeあった。ソ巡はこの問題か>rwc管轄
外であるとする姿勢を廓さず、また伝統的なゴ

ンドウクジラ追い込み漁の捕殺方法を批判され

たデンマークのフエロー諸島は、白磁の漁業水

域内のゴンドウクジラが!WCの管轄する鯨穏で

はない点を指摘し、いわゆる小型f車線が!WCの
扱うべき関恕か否かについて、今日までも続く

激しい議論の議関けとなった包ブエロー諸島は、

王手r~~託銀波の会議であるはずの作築部会で繰り
返される感傷的な議論や、小刻鯨類の取りt泣い
や沿岸操業地域の指定などの、 !WCの管総外と

考えられる要求に強いいらだちを表明した。小

型鯨績のllXリ扱いについては第40閲!WC年次会
議（1988ff-）の作業部会、技術委員会、さらには

本会議においても議論は統吉、：＠：；見は2械に分

かれた。この時の反対派は必ずしも捕鯨閲ばか

りではなく、フランスやメキシコなどの非捕鯨

図も名を述ねている。これは当時科学小委長会

で重姿な問題となって来ていた、巻き網漁業に

よるイルカ混渡御j足立などが絡み、自国のi免3誌に
介入されたくない悶々の思惑もあったものと思

われる。また事務局により数年にわたリ続けら

れていた、各国の大型野生動物船主主における人

道性に関する規則の凋主主は、人i註般について絞
ーした定義がないと結論づけられた（そもそも

問答した悶が少なかったことも注窓点、として記

録されている）。

2.5 イルカとIWCの権限一作業部会時

代（2) 

第41隠IIWC(1989年）作業部会で、原住民生存

捕鯨を行うアラスカは、ノルウェーの協力で新

しいペンスリットダーテイングガンを偶発した

こと、発信機付の浮きをぷ入することでストラ

ックアンドロストを減少させることなどを発表

した。 7エロ一議.（jのゴンドウクジラ漁を巡っ

ては、ニュージーランドがNG Oのペーパーを

作業部会の了解I！！＼しに提出したことに、中央政
府であるデンマークが猿然と反発し会議が紛

糾、符ぴゴンドウクジラが!WCの4苦戦か否かで
i紋しい議論が戦わされた。翌1.[oの百＼42問問re作

l
 
l
 



談部会では、グリーンランドがミンククジラ及

びナガスクジラ捕鱒のために爆発絡を導入した

ことを報告した。これにより原住民生存捕鯨に

おける大型車京の人道的捕殺問題は次第に沈静し

てきたが、この年オーストラリアが、科学小委

員会で捕獲の増大が問主重視されていた8本のイ
シイルカ漁に初めて言及した。イルカ／小型車車

類の取り扱いを巡り再び会議は混沌としてきた

ため、議長は作業部会結成のいきさつを明らか

にし、現時点における会議の付託事項が「ミン

ククジラ捕鯨における非爆発絡に代わる主Ii殺手
段に役立つ情報をレビューし、笑験計画の結泉

を評似すること、及び原住民生存捕鯨における

人道的知i殺であるjとした。オーストラリアは
この付託事項に早速 f他の捕鯨活動Jという言

策を付け加えた。日本は従来から小説鯨類にI刻
するデンマークの主張を支持していたが、この

年、イルカ類のみならず人道的捕殺の取リ扱い

が!WCの管絡外であるとの立主誌をはっきりと示

した。

付託事項の解釈拡大については第43回!WC年

次会談でも引き続き議論が続けられた。日本は

何が人道的かは主観的問題であると述べ、小慰

鰯·~が!WC管総外であることを繰り返し主張し

た。作業部会では、イギリスが1980年以降の人

道的事Ii殺に閲するj邸主状況をまとめるワークシ

ョップの開催を提案したが、捕鯨悶側はfl)］｛佳に

I詰極的であった。すでにこの持、原住民生1Hill
鯨を除けば商業主Ii鯨は中断され、ノルウェーと

日本がミンククジラの捕獲調査を行っているの

みだった（その後ノルウェーは1993年から商業

捕鯨を再開）。捕鯨淫i側としては!WC内に反捕
鯨の主践が吹き涜れる中、ワークショップを行

っても有議な議論が期待できないと考えたので

ある。ノルウェーとアイスランドは、事Ii殺方法

の人滋性の会議を行うのであれば、大1世陸上動
物の狩罰iも視野に入れるべきだと主張した。捕
鯨匡！日間には、占有殺手段の人道性に対する反対i鯨
鴎の~求や批判が、 umやカンガルーなどの）

陸上狩猟動物と比べて、ことさら捕鯨に関して

のみ過大なものになっているとの不泌がお秘さ

れつつあった。本会議ではワークショップのll自
僚は決定したが段上野生動物の取り扱いは見送

られた。アイスランドは会談後!WC目見退を表明

12 

鯨研通信

した。

1992年の第44図!WC年次会議に先だって第2

回目のワークショップが閲かれた。このワーク

ショップは名称を「鯨の人道的摘殺jから「鯨

の掠殺手段Jに変更し、その目的を①現在捕鯨

で使用されている、または開発中であるすべて

の捕獲方法の検討、②対H壁方法とその効果及び
生滋学的彩撃事の査定、③様々な捕獲方法による

致死時間の言平価、④1980年以来の進展状況の詳

悩と捕獲方法の比較分析の完了、の4点とした。

日本及びノルウヱーは、新！羽発のペンスリット

燦発絡について詳細な発表を行った。もはや電

気錯や薬物は鯨に対して有効な捕殺手段ではな

く、ペンスリット燦発銘が最も俊秀な摘殺方法

である点、に疑いはなかった。しかしこのワーク

ショップでは、これまでの作業部会でくすぶっ

ていたいくつかの間題点が浮き彫りにされた。

ひとつは、人道的tni殺は却死でなければならな
いと考え、室長音のと殺における基準を鯨のlili殺
にあてはめようと考える反事Ii鯨国と、捕鯨が里子

生部J物の狩猟である以上、比較対象は大型狩猟

効物であるべきと考えるおIi鯨悶側が、基本的な
考えで対立した。また日本が提出した資料が商

業捕鯨ll剖tの古いもので、 1987年より開始した
［持綴海車車線捕獲総資でのデータが提出されない

ことが反捕鯨闘をいらだたせた。またこの年、

イギリスは日本がミンククジラの2次的tili殺に
使別している電気ランスに対し、その効果に強

い疑問を表甥し、これが後の電気ランスを巡る

大論争の火穏となった。

このワークショップでは、多分に政治的・倫

迎的な論争が激しくかわされた一方、ゲラシ

rn目待科学者）、リッジウェイ（米）、クリノウ
スカ（英）ら名だたる海産附乳類の解剖生理学

者による科学的な議論も活発に行われた。小型

車車競の出荷量生では、鯨重量の脳への血液供給が~J!~）J

i脈ではなく椎骨l!IJ脈によって行われている点が
紛らかにされ、 ~Jl動脈の切断放血が主Ii殺乎設と

して不十分な点が指摘された。鯨類の呼吸が随

意llf吸か不総意呼吸かという議論では、リッジ

ウェイはー絞に信じられている随窓呼吸説に対

し安定的な見解を示した。また、多くの科学者

は否定的であったものの、 i替水に適応した鯨類
の脳は凪l液供給が止まっても怒識が長く持続す
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るのではないかとの考え（前回ワークショップ

でも談論されたが結論は出なかった）が示され、

これは後々まで反捕鯨団体が箆く信じるところ

となった。ワークショップの議論は引き続き行

われた作楽部会に報告され、本会議ではこれら

の討議結果の効果を維持する手段として11の項

目からなる今後の行動計闘（アクションプラン）

の受け入れを採択した。

1993年以後の議論は、日本の電気ランスに対

して非人道的であるとの批判が集中した。すで

にこの時燃には捕鯨の非人道性を追求すること

が反捕鯨留の大きな戦略となリつつあり、日本

の電気ランスはその攻懲回標とされていたので

ある。また、ブエロー諸島のゴンドウクジラ追

い込み漁やグリーンランドのイッカクーベルー

ガ；ff.tに関巡して、依然として小型鯨綴を検討対
象にするか浸かで論争が続いた。人道的捕殺に

関する会議では、反1ili鯨国が捕鯨11'1に情報公開

を求め、 tUされた情報のMもill（い点のみを批判
のfkl玉に上げるという怨循環が形成されつつあ
ったe 日本は作業部会、本会議と毎箆l冒頭に、

人道的捕殺問題が!WCのf査結外であリ日本は自
発的に協力しているにすぎないとの見解を述べ

ることが恒例となった。第46回の作業部会で、

日本は初めて作業部会の名前から「人道的j を

排除することを従案したが、実現しなかった。

2.6電気ランスの攻防
1995年、第47回!WC年次会議に先立ち3回目

のワークショッブが閲illiされた。予恕通り、こ
のワークショップでは日本の電気ランスが最大

の争点となった。日本は安全かつ有効なii¥i具と

して匂気ランスを長年初防しており、 nr気ラン
スによる致死H寺i百jの短縮に強い自信を持ってい
たが、家述、で使用される電気屠殺に比べると鯨

が通電で必ずしも郎死しないことから、＇ill気ラ
ンスは効果が無く苦泌が線めて大きいとする批

判が強かった。｛也の捕監事的であるノルウェーで

は2次的tili殺手段として大訂後のライフルの使

用法が確立しておリ、このことも日本のみが批

判に制されるー悶となった。日本はi翠内法の規
制が厳しくライフルを 2次的指殺手段として導

入できないこと、また電気ランスが他の方法と

比較しても致死時間奴紛におい効果を発保して
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いることを、データを示して強議したが、「苦

痛jという測定不能な感銘を巡って議論はしば

しば非科学的な分野に集中した。

この電気ランスを巡る議論においては、日本

と西洋との聞の武器に対する文化的な巡いを感

じずにはいられない。銃器の規制が緩めて厳し

い環境で怒らす日本人は、銃の使郎にまず紛争11

的なためらいを感じるのに対し、 j守猟を文化と

する西洋人にとって、銃の使用はごく普通であ

る一方、電気の使用に対しては日本人がさほど

感じない嫌怒感を激しく示すのである。この原

悶として、商洋人にとっては歴史的にF低気を拷

問や死刑の道及ととらえる感党があるのではな

いかなどと推測もしたが、これらの悶々がかつ

て電気鈎の開発に全力を挙げていたことを考え

ると、この点は定かでない。！こ｜本は鯨の？.i桁や
恐怖が容観的に~1'側できない以上、致死I時刻が

可fーの科学的な人道性の判i祈基準であると主張
したが、主主問、ニュージーランド等の反捕鯨悶

は、致兆時間は人道性のー側而に過ぎず、より

倫理的な人道性の判断が重要とし、議論はかみ

合わなかった。本来ワークショップは専門家に

よる科学的議論を行う坊のはずなのだが、反捕

鯨国の代表団には科学者だけはてFなく、鯨のこ

とをほとんど知らない劾物愛護団体や環境保波

間体のメンバーが多数おり、両者が科学阪と倫

理阪で発言を使い分けた。反捕鯨悶の科学者の

'i＂でも、座礁した鯨の安楽死を災剣に研究し、
El本の電気ランスの効果を総務死体で笑殺する

などの科学的取り掛lみを行ったブラックモア教

授（ニュージーランド）などは、捕鯨国側の科

学者からも（紋ながらあっばれと）詳｛舗が向か

ったが、鯨の愛滋とi色気ラシスの非人逃性のみ

を訴えるメンバーには現尖を無視した感情的発

言が多く、データをill復するEl本とはまともな
ぷ論にならなかったg

反捕鯨凶側は、本会議において付表修正によ

る電気ランスの使用禁止を目指したが、これは

さ2年に先送りされたむ他方懸案だったフエロ一
緒ぬのゴンドウクジラ漁の問題は、 ii¥i主主i舟j去の
綴々の改善がワークショッブで評悩されたこと

もあり、沈的化の傾向が見られた。

電気ランス使用禁止問題は、古川工の第481日l

!WC作業部会でも議論がi当然した。日本はil'i{]'. 



の捕獲調ままにおいて、電気ランスと、 2次約捕

殺手段としてもう一つの選択j伎である 2番銘

uド燦発銘）との比絞笑験を行い、ノルウェー
の協力を得て統計学的に電気ランスの優秀さを

立証した。また捕獲調査て。収集されたデータの

解析と死体を使ったj昌也実験（隠2）をもとに、

泣気ランスのi誌も効果的なH!llJ法についての研
究成！！！を発表した。これらの数多くの科学的デ

ータの提出は、 f乱気ランスの効果がないとする

英国などの主張を崩すのに十分であった。本会

議においては、従来反主liffi,j（、の立場にあるいくつ

かの図が、電気予シスを禁止するに十分な科学

的恨拠に欠けると怒見を述べ、電気ランス使用

を祭止する付表修正築は奇決されたのである。

数年にわたる沼気ランスを巡る論争は、翌

1997年の第49悶！WC年次会議でタLに解決し

た。日本が悶内の法的問題を陥J決して1996年か

ら1997＇.ドにかけて大仁 rmライフルを試験的に使
用し、その有効~J を検死による科学的デ－ 11 と

ともに発表したためである。ライフルによる2

次約1ili殺が結来として致:PU金問の短針（；に只献し

たため、日本は以後ライフルを捕獲調査に導入

することを炎lifjし、各国はこそーってこれを紋迎

した。ライフル導入による致死時間短縮の絞も

大きな迎由は、 2次的制i殺開始までの準備II寺聞

が、後数の人間が操作する＇1tt気ランスより一人
で然つライフルの方が奴いことであった。実際

の低気ランスi垣＼ttll寺！日！とライフル射数時間に浅
が見らオもないことから、日本は¥'it気ランスの有

効性は依然変わらないとして、ライフルに次ぐ

2次n%自主主手段の巡択肢の っとして維持する

院12‘鯨の死体を使ったH1気ランスの効果測定
実験。写nは鯨の版部から心燃の前後に
t温気ランスを刺し、心臓内にJillめ込んだ

•fi:械で＇i[i:流を i!lllE しているところ。
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ことを宣言した。

2.7戦い終わって・
電気ランスの問鐙が決着し、当函の諜足立がな

くなった1998年の第50問!WC作業部会l立、再び

人道的事Ii殺の名称変更問題に取りかかった。
「人道的」の定義については各国が綴々な見解

を述べ、苦痛のない捕殺が人道的である（イギ

リス）、狩猟方法や適用する種によって「人道

的Jの程度が巡っておリ極めてI援！味（ノルウェ

ー）などの他、そもそも捕殺する事自体が人道

的ではないのだから言談として不要（これは茶

捕鯨擁護滋）との皮肉たっぷリな怒児も飛び出

した。作業部会は f人道的」なる言葉は f文化

的、伝統的側阪に加えて非常に主観的な考えに

彩草草されるjと結論づけた。ーノルウェーは q・守
猟方法に関する作業部会Jへの名秘変更を提築

したが、イギリス、ニュージーランドらは、

「人巡的jの言葉の自lj徐は、もはや!WCが苦痛

のない術殺を尽指すことに関心を失ったと見ら

れるとして反対した。この年の会議では翌年開

催予定のワークショップ（こちらはすでに名称

が円前殺方法Jになっている）についても話し

合われたが、ここでもその付託事項にある f人

道的Jの言認を巡ってまたもや陀じ議論が繰り

返された。本会議では作業部会の名祢問題は毅

年に持ち越し、ワークショップの付託事項は

「人道的」を「致死時間を短縮して苦痛を最小

にする」との文言に絞き換えて同意された。

1999年第51包!WC年次会ぷにおいて第4凹悶

のワークショッブが｜苅｛草された。ノルウヱーは

泊恒iワークショップでti:択された改訂アクショ
ンプランに基づき、漁業者の教育システムや新

しい燦9Bi首の開発（凶3）によって致死時間が
お災に綬総されていること及び、現在の致兆判

定基準が主主死時間を過大評価している（すなわ

ちCi，際はもっとま買い）との観点から、新！盟主義発
~;r；の巾紋神経系への効巣を組織病注！学的に説明

する研究に桂子したことを報告した。日本から

は、捕獲；必至王の利点を生かして行われている由自

殺手段に関する調査（［到4）が致死時間短縮に

有効に機能しているとの報告を行った的、ライ

フルの効果を詳細な検死結巣で託明した。これ

に対し、ニュージーランド、オランダは捕獲す
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図3 ノルウェーが1999年実用化した最新の燦

発銘先（グレネード）。従来品より椛汲化

して燦発のイ長級性を増したほか、不命中

で水没しても再利用できる特徴がある。

る鯨にも脳死判定を行うべきであるとの主張を

皮肉したが、 Jjlj館、悶fflljから実現役のない机上の

空論であるとの厳しい指絡が椴次いだ。イギリ

スとニュージーランドは、前年に引き続き日本

にイシイルカ突きん棒漁業に関するデータの提

供を求めたが、日本は小型車車綴が!WCの管終外

であるとの現出から矩否した。

3.人道的捕殺問題の行方

第4回のワークショッブでは、かつてのブラ

ックモア教授のような行動的研究者を燦さない

反捕鯨関側が精彩に欠け、 m：気ランス問題の後
にjjjj鋭悶を攻める有効な論点を見いだせないよ

うに見えた。このためか、少なくとも捕鯨］！］'Ji 
者llflでは以前より有；＼｝；設な科学的議論が多かっ
たように感じた。筆者はかつて潟産i月!i乳殺の有

効利用を行う箆i々で結成されるNAMMCO（北
大西i'MI~産繍乳動物委員会）がn別保した鋪殺方

法の会議に出席したことがあるが、ここでは実

際に捕獲に携わる狩猟者、 if!.1.染者と科学者が活

発に意見を交換し合う、綴めて建設的な会議だ

った（ノルウェー誌とデンマークg若で行われた

のが残念であったがL!WCにおける”議論も、
本来は捕鯨の絞i致、新しい技術と最新のE在学n'i
兇地を併せて、よりよい捕殺方法を回線すべき

ものであるにも関わらず、「人道的Jと言う諒

策に限つてのみでも延々と不毛な議論が繰り返

されていることには、飽きをi品リ滋してただあ
きれるばかリだ。
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その理由は単純に考えれば、捕鯨に断閲反対

する鼠々が会議に参加しているためと言える。

捕鯨に反対する多くの人々はそもそも鯨を殺す

こと自体に反対であり、人道的指Ii殺の問題は捕
鯨を止めさせる政治的手段でしかなく、捕監事国

が一つの課題を解決すれば次の問題点を探し出

して、よりおいハードルを設定することが目標

となっている。かつて多くの捕鯨留が、知窓と

経験を絞って人道的主Ii殺を話し合った頃にあっ
たはずの現念は、今や風前の灯火である。最も

この点は、捕鯨に反対する個々が大半を占める

!WCにおいては、人道的術殺に娘らずあらゆる

議論（たとえばRMS－改訂管理方式ーの完成）

で直面している矛盾でもある図

文中でもしばしば触れてきたが、「人巡的J

の主主主主は極めて主観的であり、主援する悶、人、

対象の動物経によってさえ奥なる。筆者は鯨に

｜渇して言えば、軍事観的な基準はやはり致死II寺問

におくべきと考える。ノルウェーは「ノルウエ

一人にとって人巡約捕殺とは人道的方法で狩猟

することであるJと哲学的？な定義を行い、

f人道的Jの言集のi援総さを皮肉ったが、「人道

的であろうと努力すること」は人道的捕殺の木

氏を突いているように思える。

~I):者l立1992年のワークショッブ後からこのnu

Mに関わり始め、 1995年から!WC会議に参加す

るようになった。］！］II寺すでにi尼f目化していた議
論の中で、この多~Jl多様な解釈をftむ f人道的J

なることばに限りなく胡散見さを感じたものだ

ったが、次第に捕鯨医iと反Jitt鯨図とのllllのみで
はなく、日本と欧米諸凶の1111にある感n的な迷
いを認j議するようになった。作業部会の名.ff1；変

l!Iの議z論で、尾僚のようにくっついた「動物福
祉（AnimalWelfare)Jという言葉は、日本では

「動物愛護jとほぼ同議認で伎われている。日

本においてこれらの古楽の対象は一般的にペッ

ト動物であリ、里子生動物とはなかなか総党的に

結ひAつかない。日本の動物愛護のね仰は、基本

的に到ol却を慈しむことであリ殺すことではな
い。しかしながら、野生動物の狩猟が生活習慣

として根付いている人々ーイヌイットなどの狩

猟民族だけでなく都市生活ーをしながら狩猟を楽

しむ欧米人ーにおいては、動物の自ii殺と動物福

祉の考えはまったく矛腐しないばかリか、「即j



物を殺すからには福祉の精神に基づくのが当

然」との考え方がごく普通に移在しているよう

に感じる。このような欧米的感党から言えば、

本来は動物福祉と捕鯨問題が苅立しないことが

異常なのであリ、ノルウェーなどが大型狩猟動

物の動物福祉の基準を鯨の捕殺の比絞にするべ

きと主張することはまったく筋の通った認なの

である。この点、野生動物の狩猟になじみが無

く、捕殺と動物愛穫が感t¥l:的に裕容れない日本
人l立、まず両者を分離して考えることから議論
を始めようとする傾向がある。どちらがいい怨

いの話ではないが、日本の場合、欧米と比べる

と捕鯨における劾物福祉の考えが、主従の従と

して後から付録のようについてくる印象は拭え

ない。偏見かもしれないが、これは日本の捕鯨

文化が鯨をサカナとして扱ってきた事とも無縁

ではないように思える。

繰り返しになるが、現1'Eの!WCにおける入i品
約揃殺／鯨務ilill殺手段の議論は、明らかに；＇！＼常

である。そこでは動物の撚殺に対して考えるべ

き従全な紡や11と思念が、政治的1型的のためにゆ

がめられて利用されている。建設的な議論がtl:

米ない現状では、 !WCにおいてこの湿の問題は

話し合われるべきではないだろう。しかし一方、

大裂野生動物をfill殺する者の義務として、人道

的制i殺に対して治大限の努力を払うことは当然
である。その包的が狩猟であろうと科学目的で

あろうと、動物の＇＂命を移うからには行いうる

絞災のプJ訟を常に汁Jいなければならない。その
ためには捕殺滋災の改良や調査研究を怠らない

ことがまず必要であるが、 7（！：者は我々 日本人が

欧米の動物Hi＼祉に関する考え方をよリ深く耳H郎’
することも、 !WCで今後五frたに発生するであろ

う問題の！日間決に役立つだけでなく、ノルウェー

など他の捕鯨悶と協力する上でも有誌であると

考える。

ちなみに本年オーストラリアで開催された斜

52@1IWC作業部会では、イギリスが日本のイル

カ追い込み漁のJi殺方法が銭酷であるとの問題
提起を試み、小限鰐｛査員が!WCの管車主権外とする

！：！本は、 i1＇~長部会の対応に不満を表明して議場

16-
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を退席した。どうやら反捕鯨陣営が日本に向け

た新たなハードルはイルカの捕殺問題らしい。

録者の人道的鏑殺に泌する仕事はまだまだ暇に

なりそうな気配がない。

4.引用文献

文中の震基さな報告のみ記絞した。詳細な点に

ついては各年の!WC議長報告を参織されたい。

Best, P. B. 1974. Death times for whales killed 

by explosive harpoons. Paper SC/26/24 

presented to the !WC Scientific Committee, 

June, 1974. 7pp. 

Gambell, R 1980.τbe International Commission 

and the Humane Killing of Whales. A 

background note prepared by the Secretary to 

出eCommission. Paper HKl presented to the 

Workshop on Hum四eKilling Techmques for 

Whales, Nov. 1980. 

Hayashi, Y. 1980. Report on Method of Catching 

Mmke Whales. Assessments made mainly 

from the viewpoint of humane killing. Paper 

SC/32/024 presented to the !WC Scientific 

Committee, June, 1980. 75pp. 

!WC, 1960a. Report of the Working Party on 

Humane and Expeditious Methods of Killing 

Whales. IWC/12/6. 4pp. 

!WC, 1960b Intemauonal Whaling Commission 

Chairman's Report of the Twelfth Meeting. 

9pp 

!WC, 1981. Report of the Workshop on Hum四 e

即日mgTechmques for Whales. Paper 

IWC/33/15 submitted to the 33rd !WC 

Technical Committee, July, 1981. 

丑owsell,H C 1979 Assessment of harpooning 

as a humane killmg method in whales. A 

report to the International whaling 

Commission Paper presented to the !WC 

Scient泊cCommittee, June 1979. 3lpp. 



第408号 2000年12月

お笥認XI車京繁華竜宅重量ヲE 宮包壷震
98/99JARPA 

処議番号一主主L• 付~一一日番号---'i.:::_L_記聾者一盈一一

一一千
問符照使

間
ス
時
ン
死
ラ

致

問
別不
》
）

鍵
山

t篠
崎
縫
日

＠
有
⑧

発

ル

爆
錨
フ

内
番
イ

体

2
ラ

鍋傷のE字鏑｛銘八訴』

ぐ芸品脳〉
鎧傷記録 I ' r, 0 '"' 

4 
同

。ぱで

3 5 

乙」」
立与

3 
f.4-__,. L 3 5 

［体腔の損傷］
闘世 C 二世iJJ九ー奇士宮ニ 腹腔 d 
［骨絡の鏑儲］ '' E 鍛 B＇経度 i殺傷 C 完会鍛協

(c~7J~t~tTTTJ~t7J.L __ 1 
Cc :7<7ルJ Aィ別捜却苛付託銀乙 l 6'-8 

ι!2. 

-'i.._ I'!>........!!.. I監_l!j_I一袋－ 1止一一l!!LI i主亙堕 l庇_J生！一旦ー l雄一一室＇－ I 

－－－－~… i 丘...l .. :"1 ..... .L ... ~ ... J.…丘一一l.... A .. .l. .. A ... Lll.一一l..'4....... 1 
五主主

－~－l~l－~ ... l~0.1.：：：.~釘！？？
［特況事項］ ~－c防府，. n吉H~1志したイ主句作ル＞'M が政パt~与！

阪14.日本の,jjlJ去をで使刑されている検死記録用紙（例）。日本は捕獲調をの利点を生かし、捕狼俗体の
検死を詳細に行って結巣を砲手にDflEl 知らせるシステムを作って致死II寺IHJの~ll総に効果を l：げ

た乙

η
i
 
i
 



鯨日fi極的

日本鯨類研究所関連トピックス α000年明～2000年11月）

当研究所評議員会・返事会の開催

9月14日当研究所会談室において、評議員

会・理事会を路催し、平成12年度の事業計闘と

収支予算及び平成12年度における特別基金財産

の処分方法承認の｛午等について審議し、原案ど

おり可決承認された。

第2期北西太平洋鯨類繍務調査（JARPN

IT）船自の入港

監事類の摂餌生態を解明して、生態系モデルを

構築し、将来の複数種括管理に有用な情報の

提供を最終日擦として実施されたJA豆PNJJz調

査紛団は、多くの調至宝の成果を携えて、 9月21

8調査母船 日新丸が東京港大升I車頭に、問視
採集荷台第l京丸及び第251'U丸が下関港に、勇新

丸及び悶規専門部｝第2共新丸がIEI＆五議1戸田j巷
に、それぞれ入港した。

SOWER計蕗会議の開催

10月2日から4日までの31ヨ問、当研究所会

議室において、 2000/2001年度SOWER:li・閥会

議が開催され、本認査の担当1＇.！任者であるパニ

スタ一部!WC科学委良会議長を始め、海外から

の5名を含む30余名の関係者が出席した。

今年度の調資について、 NZのウェリントン

を2001年 1月5日に：H潜し、西経1401ltから商

経110皮の聞の南極海で鯨資Ifillの解明を主目的

とした調査をした後、 3月5日にタヒチのパベ
ーテに入浴すること等が確認された。本問視調

査には当研究所が用船する昭陶丸と第2沼南丸

が就航することが決っている。

副産物販売検討会の隠催

第2）明北凶太＇f'iH.iiifu'H11i獲調主主においては、
新たにニタリクジラ及びマツコウクジラを3審査
対象種に加えた結果、副産物全体の販売方法の

見践しをする必要が生じたため、 9月25日から

10月17日に併けて、当研究所会議笈を中心に消

沈者、学校給食関係有識者、田j産物販売加工専

門家、地方自治体、市場関係者、料Jfl[J;ii関係者、

小型捕鯨関係者別に検討会を捌催し、各々の立

t易から流通奴売等の災態と今後の鯨隊配分の

有リ方等について意見を聴取した。

第2期北西太平洋鯨類捕獲調査（JARPN

IT）副産物販売勉強会の関催

10月26日午前中に大列煉頭冷蔵庫において新

たに調査捕獲の対象としたニタリクジラの臼UitE

物について品見会を行った後、午後から中央区

！＆＇海にある（株）二光の会議室において、流i車
業界関係者、地方公共団体等の関係者の出席を

得て、販売勉強会を開催した。

当研究所が定めている「鯨類捕獲調盗事業の

制緩物Jの処理について」を兇直すことを前提に

出席者から各般にEまってj託児が出された。

当研究所の創立記念日

10月初日に当研究所は筑13凹の創立記念日を

迎え、恨例により大柄盟事長の訓訴の後、赤飯

で主主食会を｜井iいた。

第3回世界漁業会議
校、記会談が10月31EIから11月3日まで中国・

北京で日目鍛された。米ml水産学会、；：；：主向日魚類生
物学会、英国島燦水産学会、日本水産学会他が

主催したこの会議には、 300人以との水産学の

専門家が出席した。森下水産庁迷洋課課長補佐、

当研究所からはダングッドマンが参加し、両

者が共陀執策した論文「漁業と海産時Ii乳類の競
合Jを森下課長補佐が仁l頭で発炎した。発表で

はJARPNEを解説した他、後数極f;fJ盟におけ

る鯨類による姉食を考自主する必要性を主張し、

!WC外の学術的議論のi誌でJARPNIlに対する

支持狼f与を志、図した。また、この会議では、漁
業資源の効巣的な保存管理政策は科学的助言と

持続的利用の原立ljに立脚すべきことを般認し、

彼数磁管理の手法0}]9fiに役なっ調査をいっそう
奨励するとの決議を探択した。

職員の採用

。。
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11月1日付で、職員として研究部資源分類研

究室に上回（かんだ）真久氏を採用した。

第35回水産資源管理談話会の開催

当研究所資源管辺研究センターが主依する標

記会合が、 11月10日午後に当研究所会議室にお

いて18名の参加の下で関依された。今回は、 2

名の講師が発表し、北海道立商館水産試験場室

蘭支場の三j京行雄氏が「エリモ以西太平洋海域

におけるソウハチの資滋解析J、北海道立稚内

水産試験場の星野興氏が「道北産マガレイの管

理技術について」と定立する話Ill!を従供し、それ
らの話題について活発な質疑応符が行われた。

小笠原諸島周辺海域における鯨類調査を

開始

第21担北岡太平洋事虫類捕獲調査 (J腿 PNII) 

に関連して、冬期における鯨類の摂儒生態及び

繁殖生態についての情報収集を行うための調査

船「とリしまj が、 11月 10日神奈Jil~県三的港を

小笠原諸烏周辺海域に向け出港した。我がllilは
従来よリ捕獲調査に加え、目視認査を中心とし

た各段非致死的初恋を行ってきたが、この謁査

は今回新たに開始されたもので、当研究所木荘l

m研究良が梁荷台している。

第 3闘世界織鯨者会議
標記会談が11月16～19日、ニュージーラン

ド ネルソン市において関俄された。 El水、

NZ （マオリ放） 米国（マカ路上~~ （チユク

チ族）、 7エロ－JM島、グリーンランド、ノル
ウェ一、アイスランド、デンマーク、ドミニカ

逮邦、セントルシア、トンガ、ミクロネシア述

邦の他、持続的利用支持のNGOが参加した。

談窓として（1）持続的捕鯨の利益と隊2号、（2）汚

染物質伝統的食料健康、（3）捕鯨祭止の健

康への彩録、（4）先住民ー地え民の知恵と野生

生物管理、（5）伝統的鯨煩資源の文化的.ti：会

経済的重要性、（6）鯨類サンクチュアリ一問題、

が討議された。また「鯨類サンタチユアリ一反

対J決議、 f先住民の鯨類製品の取引が文化理

解促進に擦がる」との決議が採択された。当研

究所からはダングッドマンが参加したほか、

自本からは、日出参議院議及、中間衆i議院議員、

森下水絞庁遠洋課課長補佐、伊藤日本捕鯨協会

事務局長、木村小型捕鯨協会事務局長が出席し

た。

第14次南極海鯨類措務調査船団の出港

11月17日、調資母船・日新丸、目視J霊祭船・
5詰新丸、第l；京丸、第25利丸及び目視専門船第
2共新丸の5Yiの件］綴海鯨鋭却ll盤調査船渡iの仕i
J巷式を今聞からド段lifiと当研究所の共illiにより
下関市あるかぽーと岸壁において主主大に行った

後、各自ill土、調査海域に向け出港した。

当研究所評議員会・理事会の関催

11月24日開催された評滋只会において、平成

11年度の事業報告並びに収支；1・m:rn等について
審議し、提21".通リ議決されるとともに、 El司1±:
良及び隊司Eの任期泌了に/'f：う次期JfilミJl及び監事
のi主任について各淡され、ぬ－w：氏はill研究所
評議長に就任するため破事を退任し、他の役員

は会民間任された。

また、問El開催された耳ll事会において、平成
11年度の事業報告放びに収支言1・1;/:;ti等について
審議し、提案通リ議決されるとともに評議良全

員のi:f:!UJ満了に付与次期評議及の不認の件が諮
られ、尾i:h雄一、伊i漆裕段、 E富JHJi夫、藤井浩
の各氏が退任し、新たに均一維、鈴木敬一、二

村雄三、槻1mr紀文の各氏が選任され、他の詳；義
民は±flfIHでされた。
次いで、11月291ヨ開催された理事会において、

理事の瓦遂により瑚！事長に大関消治氏が、専務

理事に村上光El］氏が選任された。

日本鯨類研究所関連出版物等（2000{1°9月～2000年nm
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ecosystem m叩 agement-.International Symposium on Advanced Techniques of Sampling 

Gear and Acoustical Surveys for Estimation of Fish Abundance and Behavior 

(AGO USTGEAR 2000）.はこだて米＊大学，2000/10/2ι21.

大ut1佳Ii.I:：ジェームズi培クリーのアイデンテイ子イ檎築における伝統食の役割．北方民族のエスニシ
ティとアイデンテイ子ィ凶際シンポジウム．札幌滋際ハウス，2000/10/12.

大1tt1住lit：捕監事問題の段状，「先住民による海洋資機利Illと＇［＇.（ JIJ[J 1司立民絞学博物館共同研究会 関
立民族学博物館，2000/10/29.

T百nura,T.阻 dFuJise, Y.:Geographical四 dseasonal changes of prey species and prey consumption凶

出ewestern North Pacific minke whales. ICES, 2000/9/27 30. 

Tamura, T. and Ohizumi, H ・Foods and feeding habits of cetaceans, and their food consumption in出e

North Pacific-Especially western North Pacific minke whales . PICES 2000, 2000/10/27. 

手塚雅文、？先日liE湖、茂越敏弘、正iJILG目、大限消治、福丹波 未成熟および妊娠ミンククジラにおけ

る卵胞発行動態 第93回日本総品目生物学会．神戸大学，2000/10/2-4.

［放送・議i実｝
悠出刃込弘 鯨殺の保護＇tr’Jntについて，特別議成会．愛媛大学l~l学部， 2000/9/22.

藤綴良弘・ 2000~l'Jl収PNll調査結＊について 淀川強慾のデイ キャッチ TBSラジオ，2000/9/25.

H事務j良弘 ミンククジラの食fl'と近年のサンマのfilj食について ニュースアイイト!ffcV；•·栄校のま！歌でガ

ツン．子レビJlと京，2000/10/4.
大隅m治 クジラのコミュニケーション その百戸とi語、力．耳鼻科医Hifi会明治製来，2000/9/9.
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大隅清治 最近の主首長車問題．共同船舶鯨友会．日立造船会館，2000/10/20.

大賜裕治・ 8本人と鯨．東京日本橋酋ロータリークラブ例会パレスホテル，2000/11/15.
大綱清治問むを巡る諸問題．下関鯨食文化を守る会．シーモールパレス，2000/11/16.

大関裕治 JARPNEについて．室戸クジラネットワーク協会．室戸公民館，2000/11/18.

i碍伺浮子、 rングッドマン、岩崎まさみ．トーテムポールとサケの人びと．北方民族博物館講i京会 北方
民族博物館講堂，2000/7/29.

邸中島ー・水産資源の管理、指ii自主を伊jとして 北海道大学学術講演会捕鯨と資源管理，2000/10/18.
山村和夫捕鯨史から学ぶこと 北海道大学学術談I員会．指Ii鯨と資源管理，2000/10/18.

［新聞記事］（臼鯨研Nri議記事ファイルよリ抜緋）
7お査till鯨での“日本たたき”在米公伎が反論 米紙に当初「取り決め違反せずJ ;ljj経新IUJ

2000/9/1. 

・誠査捕鯨批判に夜米公伎が反論 ワシントン・ポスト紙に'm'.lf.i：読売新聞2000/9/1.
f果境会議欠席を通告漁業協議もキャンセル米、調査捕鯨に反発みなと車rr1m2000;9;i. 
・捕鯨湾問へ一歩前進 RMSの早期完成決滋鯨石＂ fなどが!WC報告会みなと新IHI2000/9/1. 
粘リ強い巡到jを磁認 !WC綴告ー慾級会 日fU水産逃俗2000／宮／1.

社説 日米捕鯨！事撚綴復とは大人げない西民本新na2000;9;2. 
主張 臼本の識変は疋当な権利米包のtill鯨報復：産経新開2000/9/4.
社説納得できぬ米の批判 調査捕鯨・北海道新聞2000/9/7.

・米制裁 wro提訴で対応 調査捕鯨問題で駐米大使．みなと新聞2000/9/7.
ウエーブ認査捕鯨の進め方ー電気新聞2000/9/11.

米、調主主捕鯨総裁も 日本側は強く反論 外相会談物別れ： i読売がrrm2000;9;12. 
・誠ままfttl倍、拡大 米国務長官対日制裁を示唆河野外相対抗措授に言及：政経新聞2000/9/12.
f調査掠鯨jii地裁大統領に勧告へ米尚務省読売新聞2000/9/13.
国内手続きに従い検討 米関務長’点。 河野外相に表明 日本の調査捕鯨でみなと車rr1rn2000;9;13. 
誠査捕鯨XLつ向対立 日本政水族＇／ ctに強磁！凌勢大統領選控え材料に 米箆I:El本総決新聞
2000/9/13. 

・調主主主n鯨で対日制裁勧告 米商務長官、大統領に「生態系を著しく損なうJ601ヨ以内に対応決定命
日本経済新f,fl2000/9/14. 

務王堅持i自主拡大 米、対日制裁を勧告 大統領60日以内に発動判断 読売新聞2000/9/14.
ニュースキー2000 調査捕鯨制裁 200カイリ操業禁止を勧告 米 rl~務長1当 日本相IJ「災；与な

し」。毎日新開2000/9/14.

ー調査捕鯨制裁発言 米！習は悶際法を無視 「海幸jの米I事会長が記者会見し抗ぷー日刊水路通信

2000/9/14. 

調査捕監事問題 米が対日制裁発fUJ 将来のfu平然にらみ 200カイリ操業締め出し 読売新聞
2000/9/14. 

ー米水域で操業禁止 謝脊捕監事対日制裁 商務省、大統仮に勧告 側日新聞2000/9/14.

誠査捕鯨対日制裁を勧告 米向務長官 水産物総入制限も 北海道新l!fJ2000/9/14. 
米、扮鯨で対日制裁勧告 大統鋭、 60日以内に決定：総経新IHI2000/9/14. 

米対EliliLl裁発動 調査長Ii鋭、マツコウまで対象拡大 “不滅の自鯨”｛思議へill!Jく 科学的議拘で~！［

められぬ泌ー illi.経arr1m2000;9;15. 
ーEl本、 wro提訴も 誠ft捕鯨拡大 米が対日制裁 200カイリの漁業主立化経済制裁発動なら J:~ 

HJ r一方的措i7i:Jと反発： El本経済新IHJ2000/9/15. 
H寺時点：rJ主日 米、調査捕鯨で対日制裁 大統領選燃え任力強化 J)';l段位I{;I: l~\Jll う 初日!Irrllfl 
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2000/9/15. 

ー捕鯨問題で米が制裁手続き開始「しょせんポーズ」の戸多く．朝日新聞2000/9/15.

ー日本、 WTO提訴も 調査捕鯨拡大に米が対日制裁経済制裁発動なら「一方的jと良相反発：日

本経済新聞2000/9/15.

捕鯨制裁大統領選の影米スピード決定 ゴア支持派へ配慮追加諸授が焦点に．読売新開

2000/9/15. 

－主張 Ji日捕鯨制裁 不当な圧力に毅然と臨め．産経新聞 2000/9/17.

ー調査捕監事拡大に米が対日制裁者Jil¥!1視する世論大統領選に利用 読品E新l!H2000/9/17. 

ー社説 調査捕鯨対立を深めるのは得策でない。読売，新開2000/9/17.

ーからわかる 臼米捕鯨i官僚なぜ米関ともめてるの初日新rm200019111. 
調査捕獲対日:r.u裁 米ペリー修正法で説明 日本側は一方的行為の自iliUを求むー iヨ刊水渡辺信
2000/9/18. 

ー臼本の瀦査捕鯨が！卦防fイ！MJ.管理をj成殺と説明 米政府がペリー修正法とPM法の制裁手続に：新水
産新聞速報j仮2000/9/18.

マツコウなど 2滋捕j監禁止 制裁回避の条件に 捕鯨！事擦で米両官見解．日本絞済新rm
2000/9/18. 

・米毘i鯨銀総獲調子fで対El:ijij裁発動（PM法） 日本、強いj立憾のな 悶内漁業へ%警警はなし 貿
易制裁も検討ペリー修正法日本発動ならWTO提訴へ El刊水腹経済新聞 2000/9/18.

・日米捕鯨1官僚政治ゲーム化接戦の火統鎖遂で予断泊さずみなと新1m2000;9;1s. 
・米大統領対日制裁獄図検討を指示 読本の調夜捕鯨拡大でみなと新i羽2000/9/18.

－ジャッパンウオッチ捕鯨は r2；訴Ji![断JI「屈待受けよj と迫るが1如、制裁米への共感説先
新1計l2000/9/19. 
ー長II鯨問題、各医i代表が日本支持を表明主rr水産主計llfl迷綴l浪2000/9/19.
．米の経済iiiリ裁wro提訴も・産経新聞 2000/9/19.
－付ー説 気長に説得しようー朝日新！羽2000/9/20.

ー水産庁調査捕鯨で88WH1lll＇佐米の対日制裁発動焦点東京新！日 l2000/9/20. 

・務査捕鯨で88iJfjを捕獲 水産rr、来年も継続へ ;:.a骨子新llfl2000/9/20. 
・3還資捕鯨船聞きょう帰港．毎釘新聞2000/9/21.
. 2000年調子E主Bill¥ 3種で計88ll.ft 水産げが発表：朝日新聞2000/9/21.

. 88頭捕獲、 fill食品：’明で成果北西太平洋鯨波調資船団が帰図 日刊水産通信2000/9/21.

．ニタリ鯨とカツオは仰をめぐリ綴合関係に：新水産主rrrm2000;9;2i. 
－北西太平洋調盗捕鯨船団がきょう帰港 ミンク、ニタリ、マツコウ鯨を88頭捕獲新水藤新聞迷報

l坂2000/9/21.

ー調査捕鯨88頭捕獲 ｜二日民の半分 i読売がf在日2000/9/21.

・北西太平洋調査捕鯨が終了 捕獲88頭で計画の半数・みなと新llil2000/9/21. 

・きょう各地で入浴式 調査捕鯨船田：みなと新l!H2000/9/21. 
・米、調査!iii鯨再考を｛足す訪米の川i]J；；！境庁長官にみなと新llH2000/9/21. 

－品！Jを捕鯨「制裁でなく説得でJNZJ毘境保j童相l 米措絞を批判 みなと新聞2000/9/21.

・日新丸、きょう帰港 予定の頭数にはj主せず さまざまな知見獲得北刻太平洋鯨室長捕獲IJlJJ':f.: IJ 

刊水産経済新聞2000/9/21.

ーI控訴Lの食料問題へ誇リを 北西太平洋鯨1.f（，調査の母紛入浴式 El flJ水段通俗2000/9/22.
ー米悶の干渉はねのけ成泉 北西太平洋鯨類捕1控訴i催 日新丸が帰港式：日刊水政経済主fiIf甘

2000/9/22. 

ー調J':f.捕鯨船i道 I出かに生1¥i控・車］I] .ffrllfl 2000/9/22. 
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ー調査は持続的利用に貢献島!WC特別顧問語る 水産タイムス2000/9/25.

・第2湖北沼太平洋調査船団が帰港鯨類のtili食で資mな知見米国の圧力及ばず水産タイムス
2000/9/25. 

・オピニオン ニュースの視点調査捕鯨の拡大強行して払う高い代倣：朝日新聞2000/9/27.

ーエコノ探偵回秋味サンマに築変 なぜ不漁続く？ パクツとクジラの胃袋に 漁の最中に出くわ

す年20万トン近くつ横取り 日本経済新聞2000/10/1.

・米の捕鯨対日制裁 小麦ilf業界が自重求めるさ？館 「年間200万トンの翰入の最重要長fl客J 産絞

新聞2000/10/4.

・ NAMMCOが日本の鯨類主tn盤調査を支持 大凶洋でもi毎度捕手L[VJ物が漁業に及ぼす彩若手調査 新オ
藤新潟速報版2000/10/4.

－自民党捕鯨議連 鯨主買の捕食五iが問題 調査継続へ方針固める：水産ータイムス2000/10/9.

鯨肉の流通、管理強化水疲庁、法改正で罰則もー日刊水産経済新初2000/10/11.

調査捕鯨；「対日制裁やめてJ米淡業団体 大統領らにさ？僚 政産物での報復恐れる 読売新聞

2000/10/14. 

ニュース複i恨米国も立派な捕鯨悶 毘くじら立てず議論を 日本経済新rm2000110117. 
・捕鯨の康史詳しく紹介北大水産学部で講淡北海道新rm2000110119. 
捕鯨の食文化守る会26日、怒政記念館で 日刊水産通信2000/10/20.

・$場ウオッチング “自信の主主付け”熔えている紙、 鯨は5億トン魚を食う 2WJ潟査捕鯨で予想

以上の成来 世界生産抵の5倍強も 食料市場新総2000/10/20.

第 2J担北西太平洋良虫類捕獲調蕊取材記 水産ジャーナリスト梅崎義人 日刊ノjくilli.経済新rm
2000/10/23‘ 

小笠原周辺で鯨類の非致死的調査へ出港新水産新開速報版2000/11/13.

水産庁調査船「とリしま」出港鯨類摂館生態など情報収集・みなと新rm2000111114. 
．水産庁は静観．みなと是正問2000/11/15.

「米から何も開いていなしリ捕鯨制裁問題で淡水中~ ：みなと新聞2000/11/15.

対日捕監事制裁の決定延期大統領選混迷の関係資定米当局者表明 みなと新rm200011111s. 
調査捕鯨で協議開始へ 日米が合意、制裁回避も：日本経済新llH2000/11/15. 
捕鯨対日制裁回避へ 日米局長級で協議継続：読売新聞2000/11/16.

・きょう下！惑から出港 南氷洋調査tili車京高台関5笠 ミンク鯨400頚予定 みなと新聞2000/11/17.
鯨綴などの鰐消旋盤jffi定生態系モデル構築も磯認 PICES年次会合みなと新rm2000111117. 
・米、制裁回避へ最終調書5 「日米捕鯨協議j を設1；~：：日刊水産経済新rm 2000111117. 

思新丸などきょう下関出港 南氷洋鯨i盟主fil室調査．日刊ノ1<.i1l1経済新｜剖2000/11/17.
やまぐちホットライン 教唆捕鯨船団きょう下関：Mil 南氷洋ヘミンク400鎖披狼へ 山口新聞

2000/11/17. 

潟水洋鯨類調査船団きょう出港： iヨ刊水産)ill｛，員2000/11/17.

ー特集ワイド最前線インサイド この人と 日本鯨綴研究所組事長大関前治さん羽ft捕鯨で判
明したクジラの大食淡ぶリ：待日新rm2000111117. 
－今日、 下関からf*i氷洋へ日新丸調王宝船団が一斉出港：新水産新ll司法制抵2000/11/17.
・ m1査捕鯨技え供主霊祭 食文化守る会J1ら130人きょう下関出港：朝日新rr自2000/11/17.
－市民、児童ら多数見送リ 鯨'B'i掠獲凋資産lii'!lが一路南ノド洋へ 日刊ノk段通信2000/11/20.
・鯨類調査船l刻南氷洋へ flお1000人出席し出港式 みなと車rrrrn2000111120. 
・ El新丸など鯨;(fj捕獲船｜引 14次調査で下ll¥J:t:港：日ドi水産絞済新！日I2000/11/20. 
科学的接勢で対応を 森首相強誠 妙、'fu'H1IH盤誠j!f. 米大統領、 ili!J放言及せず APEC日米首脳会
談。 ElFリ水産経済新Im2000/11/20. 
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. !WC会合誘致石巻市が落選 モナコに決定・日刊水産経済新1m2000111122. 

2002年同re年次会談話I鯨特集完全勝利めざして第14次南氷洋鯨類捕獲調査船団水産タイムス
2000/11/27. 

!WCをめぐる諸問題大掲げf治総研組事長が総淡捕鯨支援困地える方向 マスコミ公開然記名投

票導入正常化のきっかけみなと新聞2000/11/27.

. lil14次鯨類捕獲調査紛団が出港全紛そろい下関から 持続的利府へデータさらに積み上げ：みな

と新聞2000/11/27.

｛雑誌記事｝（日鯨研所蔵記事ファイルより抜粋）

・どうしてクジラを捕れないのつクジラは本当に絶滅しそうなのか Outdoor 2000/9. 

2000news第52回国際捕鯨委員会（!WC）年次会合の結果から 漁協2000/9.

・Topi田北商太平洋鯨類調まを船団が出港 水産界2000/9/1.

南太平洋サンクチュアリー否決第52回!WCが閉幕 2002年は下関で照催決定．水政界2000/9/1.

・cπ'ES、!WCへ対応紛方あげ持続的利用P丑日本鯨ま託研究所、上)YJ;l義務北西太平洋調査は銘2段

階へ水腹界2000/9/1.

述級166 I止問滋録 クジラと「日米関戦J 週刊新潮2000/9/14.

－大隅I盟事長ら上手｝明の活動状況を綴（台 揃j堅調盗事業にJg日続と協力を：水政rn：界2000/9/15.
捕鯨悶関に向け前進 !WC総会綴告会：水産巡報2000/9/15.

・日本漁船の入i魚拒否捕鯨調査に米国がiliiJ裁指紋：水産迎綴2000/9/25.
j)),助帳（45）強まる日米捕鯨摩燦 水足立週報2000/9/25.

調査捕鯨への米関の非難は不当 北凶太平洋J約産調査終了 NEWS海の幸 2000/10.
・第2）出北西太平洋館主貫主Ii磁調査船l苅が帰滋 鋭、とi立IJiの談合関係の鮮明に却Ji寺．水産世界
2000/10/15. 

・米l芸、認査捕鯨に対する制裁指紋に対し 谷政林水庄一大！笠ら関係者が談話超大関の一方的な行為

に自重を求める水脱出界2000/10/15.

第卜悶北大西洋海注目前乳到J物姿民会（NAMMCO)ili主政町m乳動物が漁業に守える経済的jfg嬰を調夜
日本の鯨綴調査活動の支持を強く表明水産担！：界2000/11/15.

京きな魚（編集後記）

20世紀が終わリ211!t紀が始まろうとしていま

す。単なるII寺の流れの通過点と冷めた図で見る

人もいると思いますが、やはり多くの方は“来

し方をみつめ、行く末を思う”気分になってい

るのではないでしょうか。そこで1948年8月の

創刊以来半世紀以上の出版歴となる「除、研通信J

と閉じ位の鯨学研究歴を有する＂＇研究所の大病

消治理事長に211!t紀に向けての“夢”を諮って

従うことにしました。ここで述べられた“拶”

は、 50年の研究歴に基ついた大隅氏の211U：紀中

の実現予測であリます。

50年後に是~I＇とも本人から的中率の中応報告

をして］貰きたいものです（その時、大lilll氏は

120歳）が、的中率のお低を左イヲするのは当相f

-25-

究所の今後の活路次第ということになるのかも

知れません。

f人道的tili殺とは｛可かjの石川君は獣医術で
I血液分析等を殺してlili殺を医学的に定義する研

究を担当しておりますが、子市殺時間を短f告する
ための技術開発に不可欠のメンバーでもありま

す。現在、ノルウエーが存在発した新型終発銘の

効巣を磁認するため陶板海での調資に参｝Jllして

おリますが、その結果如何で大隅氏の予ilrnのひ
とつが災現に近づくことになリます。

21世紀が人J:llにとっても鯨綴にとってもぷl附
らしい時代であることを願っております。よい

お年をお迎え下さい。（LL!村和夫）
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